
市町村災害復旧サポート事業について

県建設部ＯＢ職員と（一財）秋田県建設・工業技術センター職員が、合同で４～５名程度の「災害復旧サポートチーム」を編成し、依
頼のあった市町村からの要請に基づき、被害箇所の調査や復旧工法等の技術支援をボランティア活動として行います。

県内市町村では、技術職員がゼ
ロの町村も多く（１０町村）、災
害が発生した場合、その対応が懸
念される状況にあります。
このため、市町村の災害復旧事

業を人員的、技術的にも支援する
ため、当支援事業を創設したもの
です。

【県内２５市町村の技術職員数】

※令和元年12月、技術センター調査より抜粋

～ 秋田県、県建設部ＯＢ職員、（一財）秋田県建設・工業技術センターとの連携事業 ～

【秋田県】
・サポートチームメンバーの技術力向上のための講習会の開催
・高度な災害復旧工法等に関する技術的助言

【県建設部ＯＢ職員】※現在の登録者２７名
・秋田県建設部の技術職員で災害復旧事業に精通しているＯＢ
・災害発生時にボランティアとして活動可能なＯＢ

【秋田県建設・工業技術センター】
・サポート事業全般に関する事務局業務
（市町村派遣依頼窓口、市町村とＯＢ職員との派遣調整、活動全般に関する支援）
・派遣費用（交通費、職泊費、ボランティア保険費用等）の負担

支援事業の概要

支援事業創設の背景

秋田県、ＯＢ職員、技術センターの役割等
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災害復旧サポート事業の流れ

市町村から
の要請依頼

ＯＢ及び技術セン
ター職員の派遣調整

４名～５名
／１チーム
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